
ま∵に示す。従来の油圧
ショベルでは，最大負荷に対応できる動力を油圧ポンプ
から供給し，余剰動力を熱として放出しながら機械の動
きを制御しているため，作業有効動力が低い場合であっ
ても，複合操作時のコントロールバルブでの各アクチュ
エータへの流量分配や合流のための絞り損失やブリード
損失が大きくなり，投入動力はあまり下がらない。ま
た，アタッチメントの下降時や旋回停止時など外部から
与えられる位置エネルギーや運動エネルギーも熱として
放出している。従来ショベルのエネルギー伝達図を図 2
に示すが，平均するとエンジン出力の 20％しか有効活用
されていないのが現状である。
　これらの状況を踏まえ，油圧ショベルのハイブリッド
化については，以下のような狙いでシステム開発を行っ
た。

ぬ壷








